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落
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一
．
は
じ
め
に 

 

松
下
大
三
郎
の
『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』
（
一
九
二
八
）
の
緒
言
は
、
次

の
有
名
な
一
節
か
ら
始
ま
る
。 

 

私
は
少
年
の
頃
、
当
時
最
も
世
に
行
は
れ
て
居
つ
た
中
等
教
育
日
本

文
典

落
合
小
中
村

両
先
生
合
著

と
ス
ヰ
ン
ト
ン
の
英
文
典
の
二
書
を
読
ん
で
其
の
体
系

の
優
劣
の
甚
し
い
の
に
驚
い
た
。
英
文
典
は
之
を
一
読
す
れ
ば
和
英

辞
典
さ
へ
有
れ
ば
曲
り
な
り
に
も
英
文
が
作
れ
る
。
然
ら
ば
英
米
人

に
日
本
文
典
と
英
和
辞
典
と
を
与
へ
れ
ば
日
本
の
文
が
作
れ
る
か
と

い
ふ
と
、
そ
う
は
行
か
な
い
。
こ
れ
実
に
日
本
文
典
の
不
備
か
ら
で

あ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
緒
言
一
頁
） 

  

松
下
文
法
の
明
晰
さ
を
紹
介
す
る
際
に
よ
く
引
用
さ
れ
る
部
分
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
松
下
が
批
判
し
た
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
刊
行
の
落
合
直

文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』
（
以
下
「
本
書
」
）
に
つ
い
て
は
、

現
在
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
松
下
の
言
う
「
日
本
文
典
の
不

備
」
と
い
う
評
の
よ
う
に
、
極
め
て
否
定
的
な
評
価
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。
塩
澤
（
一
九
九
二
）
に
よ
れ
ば
、
松
下
が
両
文
典
の
比

較
を
通
し
て
文
法
研
究
に
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）

年
、
数
え
で
一
五
歳
の
頃
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
当
時
最
も
世
に
行
は
れ
て

い
た
」
文
典
で
あ
り
な
が
ら
、
松
下
少
年
の
目
に
は
大
変
見
劣
り
の
す
る
も

の
に
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
松
下
は
国
学
院
に
入
学
し
、
落
合
直
文

や
物
集
高
見
の
文
法
講
義
中
に
難
問
を
提
出
し
て
困
ら
せ
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
し
い
。（
１
）

本
格
的
な
文
法
書
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
大
槻
文
彦
『
広
日
本

文
典
』
の
刊
行
が
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま

で
の
も
の
の
多
く
が
見
劣
り
す
る
と
い
う
の
も
、
文
法
研
究
の
水
準
か
ら
す

れ
ば
正
鵠
を
射
た
批
判
で
は
あ
る
。 



 

二

 
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
ま
で
に
三
〇
版
を

重
ね
て
い
る
ほ
ど
、
文
法
教
科
書
と
し
て
か
な
り
普
及
し
て
い
た
。
明
治
二

〇
年
代
に
お
い
て
、
い
わ
ば
「
学
校
文
法
」
（
学
校
国
文
法
）
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
学
校
国

文
法
な
ど
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
段
階
で
、
過
渡
期
特
有
の
稚
拙
さ
を
有
す

る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
仕
方
が
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
本

書
に
お
け
る
「
体
系
の
優
劣
」
と
い
う
側
面
、
す
な
わ
ち
文
法
研
究
に
お
け

る
稚
拙
さ
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で
は
、
本
質
を
見
誤
る
恐
れ
も
生
じ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
、
あ
る
意
味
で
否
定
的
な
評
価
で
し
か
語
ら

れ
な
い
明
治
二
〇
年
代
の
文
法
書
は
、
他
に
大
和
田
建
樹
『
和
文
典
』
（
一

八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
）
、
関
根
正
直
『
国
語
学
』（
一
八
九
一
（
明
治
二

四
）
年
）
、
高
津
鍬
三
郎
『
日
本
中
文
典
』
（
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。(

２
） 

 

本
稿
は
、
本
書
（
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 
全
』
）
の

分
析
を
通
し
て
、
学
校
国
文
法
成
立
史
の
観
点
か
ら
明
治
二
〇
年
代
の
文
法

教
育
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。 

二
．
落
合
直
文
の
文
法
書 

 

最
初
に
、
本
書
の
著
者
で
あ
る
落
合
直
文
（
一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
～

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
）
と
、
本
書
以
外
の
文
法
書
と
の
関
係
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
共
著
者
で
あ
る
小
中
村
（
池
辺
）
義
象
（
一

八
六
一
（
文
久
元
）
年
～
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
）
は
単
独
の
文
法
書

を
著
し
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
落
合
の
文
法
書
を
中
心
に
扱
う
。(

３
） 

 

落
合
は
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
九
月
、
久
米
幹
文
や
小
中
村
の
推
挙

に
よ
り
第
一
高
等
中
学
校
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
高
等
中
学
校
は

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
九
月
に
第
一
高
等
学
校
と
改
称
さ
れ
る
が
、
一

八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
退
職
す
る
ま
で
、
国
文
（
文
法
）
の
講
義
を
担

当
し
て
い
た
。
他
に
も
皇
典
講
究
所
（
の
ち
国
学
院
、
第
一
高
等
中
学
校
着

任
の
前
年
か
ら
晩
年
ま
で
在
職
）
、
国
語
伝
習
所
、
大
八
洲
学
校
、
跡
見
女

学
校
な
ど
多
く
の
教
育
機
関
へ
出
講
し
て
い
る
。
国
学
院
で
の
講
義
に
は
、

先
述
の
よ
う
に
松
下
大
三
郎
が
受
講
し
て
い
た
。 

 

落
合
が
直
接
編
纂
に
携
わ
っ
た
文
法
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
発
表
の
「
文
章
の
誤
謬
」（
『
皇
典
講
究
所
講
演
』

一
一
、
国
学
院
編
（
一
九
〇
三
）
所
収
）
や
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年

発
表
の
「
将
来
の
国
文
」（
『
国
民
の
友
』
一
〇
〇
～
一
〇
四
、
山
本
編
（
一

九
七
八
）
所
収
）
と
い
っ
た
論
文
に
つ
い
て
は
割
愛
し
て
い
る
。 

 

一
八
九
○
（
明
治
二
三
）
年
～
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年 

 
「
普
通
文
典
」
『
国
語
講
義
録
』
国
語
伝
習
所 

 

「
普
通
文
典
拾
遺
」
『
国
語
講
義
録
』
国
語
伝
習
所 



 

 

三

明
治
二
〇
年
代
の
学
校
国
文
法
教
科
書
―
―
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』
に
つ
い
て
―
― 

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
～
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年 

 
「
普
通
文
典
」
『
文
則
』
一
、
二
、
一
三
、
一
四
、
一
五 

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年 

 

『
中
等

教
育

日
本
文
典
』
博
文
館
（
小
中
村
義
象
と
共
著
） 

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年 

 

『
日
本
文
典
』
吉
川
弘
文
館
（
「
国
語
漢
文
講
義
録
」
と
し
て
） 

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年 

 

『
普
通
日
本
文
典
』
教
育
書
房
（
小
中
村
義
象
・
橋
本
光
秋
と
共
著
） 

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
～
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年 

 

『
日
本
大
文
典
』
博
文
館
（
第
一
編
～
第
四
編
） 

 

（
合
冊
本
は
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
刊
行
） 

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年 

 

『
中
等

教
育

文
法
教
科
書
』
博
文
館 

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年 

 

『
普
通
文
典
』
修
学
堂
（
「
新
撰
百
科
全
書
」
と
し
て
） 

 

刊
年
不
明
（
一
八
九
〇
年
代
か
） 

 

『
普
通
文
典
』
明
治
講
学
会
（
「
尋
常
師
範
学
科
講
義
録
普
通
文
典
」

の
題
箋
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
） 

 

 

落
合
の
文
法
書
に
つ
い
て
は
、
本
書
を
中
心
と
す
る
明
治
二
〇
年
代
の
も

の
と
、
四
分
冊
か
ら
な
る
大
著
『
日
本
大
文
典
』
を
中
心
と
す
る
明
治
三
〇

年
代
の
も
の
と
に
二
分
で
き
る
。
明
治
三
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
七

（
明
治
三
〇
）
年
刊
行
の
大
槻
文
彦『
広
日
本
文
典
』、『
広
日
本
文
典
別
記
』、

『
中
等

教
育

日
本
文
典
』、『

中
等

教
育

日
本
文
典
初
歩
』
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
大
槻
文
法
」
と
学
校
国
文
法
の
成
立
と
の
関
係
に
つ
い

て
大
い
に
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
落
合
の
文
法

書
に
関
し
て
、
本
稿
で
は
明
治
二
〇
年
代
の
も
の
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
、

『
日
本
大
文
典
』
や
『

中
等

教
育

文
法
教
科
書
』
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
取
り

上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

さ
て
、
明
治
二
〇
年
代
の
文
法
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、『
国
語
講
義
録
』

所
載
の
「
普
通
文
典
」
が
、
品
詞
分
類
の
点
で
他
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
も
「
普
通
文
典
拾
遺
」
で
は
訂
正
が
な
さ
れ
て

お
り
、
大
体
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
文
法
書
の
刊

行
年
は
、
落
合
が
第
一
高
等
中
学
校
（
後
に
第
一
高
等
学
校
）
で
文
法
の
講

義
を
行
っ
て
い
た
時
期
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
刊
年
不
明
の
『
普
通
文
典
』

に
つ
い
て
も
、
他
の
文
法
書
と
同
時
期
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ち
な
み
に
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
刊
行
の
『
普
通
文
典
』
は
、
刊
年
不

明
の
『
普
通
文
典
』
と
全
く
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
小
中
村
義
象
・
橋
本
光
秋
と
の
共
著
で
あ
る
『
普
通
日
本
文



 

四

典
』
は
、
構
成
は
ほ
ぼ
同
一
な
が
ら
、
品
詞
分
類
の
部
分
で
異
な
っ
た
記
述

が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
『
普
通
日
本
文
典
』
の
緒
言
に
は
「
昨
年
の
夏
三

人
と
も
大
阪
に
会
し
た
る
と
き
、
互
に
草
稿
を
も
ち
よ
り
て
弁
論
し
つ
ゝ
、

添
へ
も
し
刪
り
も
し
て
、
斯
く
は
合
著
の
こ
と
ゝ
な
せ
り
。
」（
緒
言
四
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
相
違
点
の
多
く
に
関
し
て
は
橋
本
光
秋
の
論
を

取
り
入
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
可
能
性
が
高
い
。(

４
） 

 

次
に
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
す
る
。 

三
．
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象 

 
 
 
 

『
中
等

教
育

日
本
文
典 
全
』
の
概
要 

 

本
書
は
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
二
月
五
日
に
、
博
文
館
か
ら
刊
行

さ
れ
た
文
法
書
で
あ
る
。
内
容
は
「
緒
言
」
「
語
学
系
統
」
「
声
音
及
文
字
」

「
言
語
」
「
文
章
」
「
附
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
目
次
を
示
す
。 

 

緒
言 

語
学
系
統 

声
音
及
文
字 

音
標
文
字
／
母
音
／
子
音
／
父
音
／
鼻
音
／
濁
音
／
半
濁
音
／
五

十
連
音
図
／
拗
音
／
約
音
／
延
音
／
略
音
／
通
音
及
通
韻
／
音
便

／
変
音
／
合
略
字 

言
語 総

論
／
体
言
（
名
詞
・
代
名
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
歎
詞
）
／
用

言
（
作
用
言
・
形
状
言
・
用
言
の
変
化
・
良
行
変
格
一
格
・
作
用

言
転
用
格
・
用
言
自
他
格
・
用
言
命
令
格
・
用
言
崇
敬
格
）
／
用

言
活
例
／
助
辞
（
動
助
辞
・
静
助
辞
・
助
辞
の
分
類
・
体
言
所
属

の
助
辞
・
用
言
所
属
の
助
辞
・
用
言
と
助
辞
と
接
続
上
の
特
例
・

命
令
詞
所
属
の
助
辞
・
助
辞
と
助
辞
と
の
関
係
・
助
辞
の
時
）
／

語
格
全
図 

文
章 係

結
法
／
跨
続
法
／
反
転
法
／
省
略
法
／
対
語
法
／
畳
語
法
／
重

語
法
／
添
詞
法
／
懸
詞
法
／
解
剖
法 

附 

仮
名
遣
／
字
音
仮
名
遣
／
送
仮
名
法
／
句
読
法
／
語
格
問
答 

（
目
次
・
一
～
七
頁
） 

  

目
次
を
見
て
も
極
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
文
法
書
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
よ
う
。
福
井
（
一
九
三
四
）
で
は
「
当
時
世
に
も
て
は
や
さ
れ
た
文

典
の
一
つ
」
（
二
三
二
頁
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
内
容
に
つ
い
て
は

「
こ
の
書
新
し
い
研
究
は
な
い
が
、編
纂
の
体
宜
し
き
を
得
て
一
時
世
に
用

ゐ
ら
れ
た
」
（
二
三
三
頁
）
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。 



 

 

五

明
治
二
〇
年
代
の
学
校
国
文
法
教
科
書
―
―
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』
に
つ
い
て
―
― 

 
先
に
軽
く
言
及
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
大
変
多
く
の
版
を
重
ね
て
い
る
。

各
版
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
岡
島
（
二
〇
〇
一
）
で
は
「
半
濁
音
」

に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
、
三
版
と
一
三
版
と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
が

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
）
、
そ
れ
以
外
で
は
、
誤
植
や
変
体
仮
名
が
改

め
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
三
版
と
四
版
と
の
間

で
の
改
変
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
初

版
を
使
用
し
て
い
る
。(

５
） 

 

さ
て
、
本
書
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
安
田
（
一
九
六
九
）
が
最
も
詳

し
い
が
、
な
お
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、
以

下
、
諸
項
目
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

（
一
）
緒
言 

 

緒
言
で
は
本
書
刊
行
の
意
義
と
特
質
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
近
来
、
西

洋
文
典
に
附
会
す
る
文
典
学
者
多
し
。
我
国
の
言
語
と
、
西
洋
各
国
の
言
語

と
、
お
の
つ
か
ら
そ
の
成
立
上
、
差
別
あ
り
。
決
し
て
同
一
に
論
す
べ
き
も

の
に
あ
ら
ず
。
こ
の
書
、
別
に
新
奇
の
説
な
き
も
、
そ
の
意
こ
ゝ
に
あ
る
な

り
。（
緒
言
三
頁
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
明
治
前
期
に
多
く
刊
行
さ
れ
た
洋
式

日
本
文
典
に
対
す
る
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、「
物
集
高
見
君
の

初
学
日
本
文
典
、
佐
藤
誠
実
君
の
語
学
指
南
、
黒
川
真
頼
君
の
詞
の
栞
、
大

槻
文
彦
君
の
文
典
、
ま
た
、
チ
ヤ
ン
バ
ー
レ
ン
君
の
小
文
典
等
、
い
つ
れ
も

長
短
精
粗
こ
そ
あ
れ
、
共
に
文
典
を
講
究
す
る
も
の
ゝ
、
必
ず
一
読
す
べ
き

書
な
り
。
」
（
緒
言
四
～
五
頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。 

 

本
書
の
成
立
に
は
「
傍
に
あ
り
て
、
始
終
助
力
せ
ら
れ
し
は
、
星
野
三
郎

氏
な
り
。
氏
、
年
い
ま
だ
わ
か
し
と
い
へ
と
も
、
文
典
に
熱
心
な
る
、
実
に

感
す
べ
き
も
の
あ
り
。
記
し
て
そ
の
労
を
謝
す
。」（
緒
言
五
頁
）
と
あ
る
よ

う
に
、
星
野
三
郎
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
安
田
（
一

九
六
九
）
に
は
「
養
父
の
弟
直
澄
の
集
め
た
用
言
活
例
や
、
養
父
の
弟
直
澄

の
堀
秀
成
か
ら
教
え
ら
れ
た
語
格
問
答
な
ど
の
資
料
お
提
供
し
て
皇
典
講

究
所
の
新
進
の
秀
才
星
野
三
郎
に
書
か
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」
（
二
九
七

頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
星
野
が
執
筆
し
た
の
か
ど
う
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
教
科
書
や
辞
書
等
の
実
質
的
な
執
筆
者
が
弟
子
で
あ
る
こ
と
は
、

よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
星
野
自
身
は
大
宮
宗
司
と
の
共
著
で
、
一
八

九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
博
文
館
か
ら
『
日
本
小
文
典
』（
女
学
全
書
第
一

編
）
を
刊
行
し
て
お
り
、
安
田
（
一
九
六
九
）
で
は
両
書
を
と
も
に
「
星
野

語
法
」
と
捉
え
て
い
る
が
、
品
詞
名
な
ど
で
本
書
と
異
な
っ
た
部
分
も
多
い

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。 

 
（
二
）
語
学
系
統 

 

語
学
系
統
は
、「
助
辞
の
起
原
」「
点
図
」
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
以
下
『
和

字
正
濫
抄
』、『
あ
ゆ
ひ
抄
』
、『
詞
の
玉
緒
』
、『
詞
八
衢
』
と
い
っ
た
六
四
種



 

六

の
語
学
書
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
以
降
の
刊
行
書
に
つ
い
て
は
、

権
田
直
助
『
詞
の
経
緯
図
』
『
語
学
自
在
』
、
文
部
省
『
語
彙
別
記
』
『
語
彙

活
語
指
掌
』
、
谷
千
生
『
詞
の
く
み
た
て
』
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
国
学
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
語
学
系
統
に
つ
い
て
は
「
普
通

文
典
」
（
『
国
語
講
義
録
』
）
で
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
意
味
で
文
法
研

究
史
（
国
語
学
史
）
講
義
の
先
鞭
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に

「
普
通
文
典
」
の
場
合
は
「
予
は
常
に
大
学
教
授
物
集
高
見
先
生
の
こ
の
学

に
ふ
か
き
を
し
れ
り
、
ま
た
そ
の
社
会
に
与
へ
た
る
効
力
も
す
く
な
か
ら
ず

と
お
も
へ
り
、
あ
ら
ず
、
今
日
の
輿
論
は
全
く
先
生
の
唱
道
に
出
で
し
も
の

な
り
」
（
二
頁
）
と
最
大
限
の
賛
辞
を
述
べ
た
後
で
、
賀
茂
真
淵
か
ら
権
田

直
助
に
至
る
ま
で
の
国
学
関
係
の
語
学
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も

「
そ
の
他
文
部
省
出
版
の
語
彙
別
記
、
物
集
高
見
先
生
の
小
文
典
、
大
槻
文

彦
君
の
文
典

田
中
義
廉
氏
の
日
本
文
典
、
中
根
淑

氏
の
日
本
小
文
典
は
論
の
ほ
か
な
り

等
い
と
お
ほ
か
り
」
（
四
頁
）
と
、
田
中
義

廉
や
中
根
淑
ら
の
洋
式
日
本
文
典
へ
の
批
判
が
徹
底
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。(

６
） 

 

（
三
）
声
音
及
文
字 

 

声
音
及
文
字
の
章
で
は
、
音
義
派
の
流
れ
を
継
承
し
た
記
述
が
散
見
さ
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
平
仮
名
・
片
仮
名
を
示
し
た
五
十
音
図
（
本
書
で
は
「
五

十
連
音
図
」
）
に
お
い
て
ヤ
行
、
ワ
行
の
「
イ
・
エ
・
ウ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
別

字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
音
義
派
の
五
十
音
図
に
つ
い
て
は
古
田
（
一

九
七
八
）
で
詳
説
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
「
そ
の
音
相
似
た
る
や
う
に

は
あ
れ
ど
、
そ
の
間
に
、
自
ら
単
複
軽
重
の
別
あ
り
。
混
同
す
べ
か
ら
ず
。」

（
二
～
三
頁
）
と
説
明
し
て
お
り
、
別
音
で
あ
る
旨
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
後
の
版
に
な
る
と
、
「
さ
れ
と
、
古
く
よ
り
混
同
し
居
れ
は
、
通
し

て
用
ゐ
る
も
妨
な
し
。
」（
一
九
版 

三
頁
）
と
補
足
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
三
月
以
降
、
文
部
省
検
定
済
教
科
書

と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。 

 

ま
た
、
半
濁
音
に
つ
い
て
本
書
の
初
版
か
ら
三
版
ま
で
は
以
下
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

子
音
の
中
、
加
行
佐
行
波
行
に
、
半
濁
の
音
あ
り
。
こ
れ
も
濁
音
と

ひ
と
し
く
、
我
国
の
正
音
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
音
標
文
字
の
あ
る
こ
と

な
し
。
故
に
、
静
音
の
音
標
文
字
に
、
○
点
を
付
し
て
、
清
濁
の
音

と
区
別
す
。
即
ち
左
の
ご
と
し
。 

 
 

加
行 

か○ 

き○ 

く○ 

け○ 

こ○ 

 
 

佐
行 

さ○ 

し○ 

す○ 

せ○ 

そ○ 

 
 

波
行 

は○ 

ひ○ 

ふ○ 

へ○ 

ほ○ 
右
の
中
、
加
行
は
、
世
人
常
に
濁
点
を
付
し
て
通
用
し
、
唯
音
声
の

上
に
の
み
区
別
し
て
、
こ
れ
を
書
き
あ
ら
は
す
時
に
は
、
濁
音
字
と



 

 

七

明
治
二
〇
年
代
の
学
校
国
文
法
教
科
書
―
―
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』
に
つ
い
て
―
― 

区
別
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
さ
れ
ど
已
に
一
の
半
濁
音
な
る
以
上
は
、

波
行
と
ひ
と
し
く
、
○
点
を
施
し
、
濁
音
と
区
別
す
る
方
至
当
な
る

べ
し
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
～
一
〇
頁
） 

  

と
こ
ろ
が
、
四
版
以
降
で
は
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

子
音
の
中
、
波
行
に
、
半
濁
の
音
あ
り
。
こ
れ
も
濁
音
と
ひ
と
し
く
、

音
標
文
字
の
あ
る
こ
と
な
し
。
た
だ
、
静
音
の
音
標
文
字
に
、
○
点

を
付
し
て
、
清
濁
の
音
と
区
別
す
。
即
ち
左
の
ご
と
し
。 

 
 

波
行 

は○ 

ひ○ 

ふ○ 

へ○ 

ほ○ 

右
の
外
に
、
加
行
の
如
き
は
、
音
声
の
上
に
て
、
半
濁
音
に
呼
ぶ
こ

と
あ
り
。
即
ち
わ
か
（
吾
）
か
ぎ
り
（
限
）
な
ど
の
か○

き○

な
り
。
世

人
は
常
に
濁
点
を
付
し
て
通
用
し
居
れ
ど
、
已
に
一
の
半
濁
音
な
る

以
上
は
、
波
行
と
ひ
と
し
く
、
○
点
を
施
し
、
濁
音
と
区
別
す
る
方

至
当
な
る
べ
し
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
四
版
・
九
～
一
〇
頁
） 

  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
岡
島
（
二
〇
〇
一
）
に
お
い
て
三
版
と
一

三
版
と
の
比
較
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
具
体
的

に
改
め
ら
れ
た
の
は
四
版
以
降
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
四
版
の
刊
記
は

「
明
治
二
四
年
九
月
廿
八
日
四
版
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
版
刊
行
か
ら
わ

ず
か
九
カ
月
余
り
で
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

先
の
ヤ
行
、
ワ
行
の
「
イ
・
エ
・
ウ
」
や
半
濁
音
の
説
明
の
よ
う
に
、
初

版
以
降
で
改
め
ら
れ
て
い
る
部
分
を
見
て
い
け
ば
、
当
時
の
音
韻
・
表
記
に

関
す
る
議
論
の
過
程
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
本
書
が
中

等
教
育
の
文
法
教
科
書
と
し
て
普
及
し
て
い
た
事
実
を
考
え
れ
ば
、
不
都
合

な
記
述
は
す
ぐ
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
何
が
改
め
ら
れ
た
の

か
を
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
教
科
書
と
し
て
の
「
正
し
さ
」
が
ど
の
よ
う

に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
を
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。 

 

（
四
）
言
語 

 

言
語
の
章
は
品
詞
論
に
該
当
し
、
大
き
く
「
体
言
、
用
言
、
助
辞
」
の
三

種
に
大
別
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
名
詞
、
代
名
詞
、
副
詞
、
接
続
詞
、
歎

詞
」
、「
作
用
言
、
形
状
言
」、「
動
助
辞
、
静
助
辞
」
の
下
位
区
分
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
三
分
類
法
は
富
樫
広
蔭
か
ら
堀
秀
成
に
至
る
流
れ
を
受
け
た
も

の
で
、
国
学
風
日
本
文
典
で
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。 

 

体
言
で
は
「
名
詞
、
代
名
詞
、
副
詞
、
接
続
詞
、
歎
詞
」
の
下
位
区
分
の

ほ
か
に
、
語
の
成
立
か
ら
捉
え
た
「
居
言
（
用
言
の
連
用
形
に
由
来
す
る
も

の
）
、
略
言
（
活
用
語
尾
の
省
略
に
由
来
す
る
も
の
）
、
合
言
（
複
合
名
詞
）
」

の
別
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
富
樫
広
蔭
の
『
詞
玉
橋
』
や
、

一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
刊
行
の
堀
秀
成
『

日本

語
学
階
梯
』
な
ど
と
共
通



 

八

し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
『
普
通
日
本
文
典
』
で
は
、
大
き
く
「
詞
、
助
辞
」
に
大
別
し

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
体
詞
、
動
詞
」、「
体
辞
、
動
助
辞
」
に
区
分
し
、
さ

ら
に
体
詞
を
「
名
詞
、
代
名
詞
、
歎
詞
、
副
詞
、
接
続
詞
」
に
、
動
詞
を
「
作

用
詞
、
形
容
詞
」
に
区
分
し
て
い
る
。
「
詞
、
助
辞
」
の
二
分
類
法
と
い
う

点
で
本
書
と
は
大
き
く
異
な
る
が
、下
位
区
分
の
段
階
で
内
容
は
ほ
ぼ
一
致

す
る
。(

７
）

ま
た
星
野
・
大
宮
『
日
本
小
文
典
』
も
、
大
き
く
「
言
、
辞
」

に
大
別
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
体
言
、
用
言
」、「
体
辞
、
用
辞
」
に
区
分

し
て
い
る
。 

 

用
言
で
は
最
初
に
、
作
用
言
の
正
格
・
変
格
活
用
と
、
形
状
言
の
久
活
用
・

志
久
活
用
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
活
用
形
に
つ
い
て
は
第
一
変
化
か

ら
第
五
変
化
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
未
然
段
、
続
用
段
、
断
止
段
、
続
体
段
、

已
然
段
」
の
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
富
樫
広
蔭
（
『
詞
玉
橋
』

な
ど
）
や
堀
秀
成
（
『

日本

語
学
階
梯
』
）
の
「
未
然
段
、
続
詞
段
、
断
止
段
、

続
言
段
、
已
然
段
」
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
「
用
言
自
他
格
」

で
は
、
本
居
春
庭
『
詞
通
路
』
に
お
け
る
「
然
る
詞
（
お
の
づ
か
ら
然
る
詞
、

み
ず
か
ら
然
る
詞
）、
然
す
る
詞
（
み
ず
か
ら
然
す
る
詞
、
他
に
然
せ
さ
す

る
詞
）
、
然
せ
ら
る
ゝ
詞
（
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
ゝ
詞
、
他
に
然
せ
ら
る
ゝ

詞
）
」
の
別
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
用
言
の
命
令
形
に
つ
い

て
は
、
四
段
と
ナ
行
・
ラ
行
変
格
は
已
然
段
、
上
一
段
・
下
一
段
・
上
二
段
・

下
二
段
と
カ
行
・
ラ
行
変
格
は
未
然
段
を
も
っ
て
「
命
令
詞
」
と
す
る
が
、

多
く
の
場
合
は
「
命
令
辞
」
の
「
よ
」
を
添
え
る
こ
と
で
命
令
詞
と
な
る
と

説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
用
言
の
章
末
に
は
「
用
言
活
例
」
と
し
て
、
落
合

直
澄
が
集
め
た
と
さ
れ
る
三
千
二
三
百
の
動
詞
例
証
の
中
か
ら
主
要
な
も

の
を
、
七
六
頁
に
わ
た
っ
て
列
挙
し
て
い
る
。
い
わ
ば
「
主
要
動
詞
活
用
一

覧
」
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の
網
羅
主
義
的
記
述
は
『
日
本
大
文
典
』
で

顕
著
な
も
の
と
な
り
、
第
二
編
の
九
二
頁
か
ら
一
九
八
頁
に
か
け
て
、
お
よ

そ
三
千
近
く
の
動
詞
、
形
容
詞
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
語
の
収
録

作
業
が
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
刊
行
の
『
日
本
大
辞
典
・
こ
と
は
の

泉
』
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

 

助
辞
に
つ
い
て
は
活
用
の
有
無
に
関
す
る
分
類
と
と
も
に
、
意
味
に
よ
る

分
類
に
つ
い
て
も
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
富
樫
や
堀
の
他
に
、
一
八
七

八
（
明
治
一
一
）
年
刊
行
の
物
集
高
見
『
初
学
日
本
文
典
』
の
も
の
と
も
類

似
し
て
お
り
、
国
学
風
日
本
文
典
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。(

８
）

以
下
に
共
通
す
る
部
分
を
示
す
。 

 

『
中
等

教
育

日
本
文
典
』 

  

『
初
学
日
本
文
典
』 

 
 

『
詞
玉
橋
』･

『
日本

語
学
階
梯
』 

不
然
辞 

否
不
辞 

感
歎
辞 

嘆
辞 

 
 

 
 

 

歎
辞 

希
求
辞 

希
求
辞 



 

 

九

明
治
二
〇
年
代
の
学
校
国
文
法
教
科
書
―
―
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』
に
つ
い
て
―
― 

命
令
辞 

命
令
辞 

禁
止
辞 

禁
止
辞 

 
 
 
 
 

禁
辞 

疑
辞 

 

疑
辞 

想
像
辞 

想
像
辞 

決
定
辞 
決
定
辞 

反
動
辞 
反
辞 

抑
揚
辞 

 
 
 
 
 
 

抑
起
辞 

接
続
辞 

一
種
接
辞 

 
 
 
 
 

続
辞 

連
辞 

 
 

 
 
 
 
 

連
辞 

強
辞 

 
 

 
 
 
 
 

強
辞 

雑
辞 

  

最
後
の
「
雑
辞
」
と
は
「
以
上
十
三
種
の
外
、
種
々
の
助
辞
を
い
ふ
。
そ

の
数
い
と
お
ほ
く
、
一
々
名
称
を
付
す
る
は
、
煩
は
し
け
れ
ば
、
今
こ
れ
を

雑
辞
と
名
づ
け
、
他
の
助
辞
と
区
別
せ
り
。
」（
百
八
四
頁
）
と
し
て
、
以
下

の
助
辞
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
括
弧
内
は
古
語
や
音
転
を
示
す
）
。 

 

は
、
も
、
の
、
が
、
ぞ
、
な
ん
、（
な
も
）
、
を
、
こ
そ
、
に
、
へ
、（
が

ね
）
、（
が
に
）
、
だ
に
、
だ
も
、
さ
へ
、
す
ら
、
の
み
、
ば
か
り
、
も

の
ゆ
ゑ
、
も
の
か
ら
、
か
ら
、
な
が
ら
、
よ
り
、
ま
で
、
ご
と
、
が

て
、
が
て
ら
、
（
や
）
、
（
よ
）
、
と
、
さ
、
み
、
げ
、
ら 

  

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
分
類
の
後
に
「
助
辞
の
時
」
と
し
て
「
過
去
、
現
在
、

未
来
」
を
表
す
助
辞
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
過
去
の
助
辞
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
別
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

全
過
去
（
今
日
よ
り
昨
日
の
こ
と
を
い
ひ
、
本
年
よ
り
昨
年
の
こ
と 

 

な
ど
を
い
ふ
を
り
に
、
用
ゐ
る
も
の
） 

 

き 

半
過
去
（
現
在
に
近
き
過
去
に
用
ゐ
る
も
の
） 

 

自
然
の
事
の
過
き
し
に
用
ゐ
（
る
） 

 

ぬ 

 

使
然
の
事
の
過
き
し
に
用
ゐ
る 

 

つ 

過
去
の
現
在
に
残
る
に
用
ゐ
る 

 
 

た
り 

過
去
の
事
を
今
見
聞
し
て
、
驚
歎
す
る
に
用
ゐ
る 

け
り 

  

以
上
の
よ
う
に
助
辞
の
項
目
に
関
し
て
は
、
網
羅
的
な
が
ら
体
系
的
な
記

述
に
乏
し
い
傾
向
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
言
語
の
章
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
「
普
通
文
典
」
「
普
通
文

典
拾
遺
」
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
点
が
存
在
す
る
。
「
普
通
文
典
」
で
は

体
言
の
下
位
分
類
を
「
有
形
体
言
、
無
形
体
言
、
合
体
言
、
居
体
言
、
略
体

言
」（
一
〇
頁
）
と
し
て
い
た
も
の
の
、「
普
通
文
典
拾
遺
」
で
は
「
同
文
典



 

一
〇

十
頁
の
と
こ
ろ
、
即
ち
体
言
を
大
別
し
た
る
と
こ
ろ
を
左
の
ご
と
く
あ
ら
た

む
へ
し
。」（
一
頁
）
と
し
て
、「
名
詞
、
代
名
詞
、
副
詞
、
接
続
詞
、
歎
詞
」

と
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
、
こ
の
下
位
区
分
と
共
に

「
居
言
、
略
言
、
合
言
」
な
ど
の
別
が
言
及
さ
れ
て
い
る
の
も
、
「
普
通
文

典
」
か
ら
「
普
通
文
典
拾
遺
」
に
至
る
調
整
過
程
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
興

味
深
い
。
ま
た
「
普
通
文
典
拾
遺
」
の
末
尾
に
は
「
以
上
は
普
通
文
典
を
講

す
る
に
あ
た
り
、
と
り
落
し
ゝ
こ
と
ど
も
な
り
。
こ
の
他
に
も
疎
漏
誤
謬
き

は
め
て
お
ほ
か
ら
ん
。
そ
は
猶
一
読
の
上
再
版
し
て
あ
ら
た
む
べ
し
。
」（
一

七
頁
）
と
し
て
お
り
、
本
書
で
は
「
普
通
文
典
拾
遺
」
で
改
め
ら
れ
た
部
分

が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
助
辞
に
つ
い
て
「
普
通
文
典
」
で

は
、
本
書
の
も
の
以
外
に
「
現
在
辞
、
過
去
辞
、
将
然
辞
、
跨
辞
、
係
辞
、

結
辞
、
合
辞
」
が
設
け
ら
れ
、「
雑
辞
」
が
挙
が
っ
て
い
な
い
（
全
二
〇
種
）
。

「
普
通
文
典
」
の
下
位
分
類
で
は
、
堀
秀
成
や
物
集
高
見
の
文
典
と
の
共
通

点
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
刊
行
に
際
し
て
、
整
合
性
の
観
点
上
訂

正
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
、
あ
る
意
味
で
雑
駁
な
印
象

を
与
え
る
「
雑
辞
」
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。(

９
） 

 

（
五
）
文
章 

 

文
章
の
章
の
冒
頭
は
「
文
章
と
は
、
句
の
集
合
よ
り
成
り
立
つ
も
の
に
し

て
、
句
は
、
種
々
の
言
語
の
集
合
よ
り
成
り
立
て
り
。
」（
二
九
九
頁
）
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
以
下
で
詳
述
さ
れ
る
具
体
的
な
内
容
は
、
係
り
結

び
や
省
略
や
対
語
（
対
句
）
と
い
っ
た
修
辞
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
添

詞
法
」
に
至
っ
て
は
枕
詞
や
序
詞
の
ほ
か
に
、
用
言
の
意
を
強
調
す
る
「
か

き
、
う
ち
」（
か
き
く
も
る
、
う
ち
ふ
く
）
や
（
「
発
詞
」）
、
接
頭
辞
の
「
い
、

か
」
（
い
さ
か
る
、
か
く
ろ
き
か
み
）
な
ど
（
「
助
詞
」
）
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
。
こ
れ
な
ど
文
章
法
と
は
全
く
異
な
る
部
分
で
あ
る
が
、
文
章
法
で

扱
う
べ
き
内
容
を
整
理
す
る
過
程
で
生
じ
た
、
試
行
錯
誤
の
典
型
例
と
見
る

こ
と
も
で
き
る
。 

 

最
後
の
「
解
剖
法
」
は
、
品
詞
分
解
や
修
辞
法
を
図
示
し
た
も
の
で
、『
神

皇
正
統
記
』
の
一
節
を
例
に
、
次
の
よ
う
な
諸
段
階
を
設
け
て
分
析
し
て
い

る
。 

 

義
朝

体
言

重
代

体
言

の助
辞

兵体
言

た
り

助
辞

し助
辞

う
へ

体
言

保
元

体
言

の助
辞

勲
功

体
言

す
て
ら
れ

用
言

か
た
く

用
言

は
べ
り

用
言

し助
辞

に助
辞 

 

義
朝

固
有
名
詞

重
代

無
形
名
詞

の静
助
辞

兵名
詞

た
り

動
助
辞

し動
助
辞

う
へ

無
形
名
詞

保
元

固
有
名
詞

の静
助
辞

勲
功

無
形
名
詞

す
て
ら
れ

作
用
言

か
た
く

形
状
言

は
べ
り

作
用
言

し動
助
辞

に助
辞 

 
義
朝
重
代
の
兵
た
り

続
用
段

し続
体
段

う
へ
の
保
元
の
勲
功
す
て
ら
れ

良
行
下
二
段
続
用
段

か
た
く

久
活
続
用
段

は
べ
り

良
行
変
格
続
用
段

し続
体
段

に 



 

 

一
一

明
治
二
〇
年
代
の
学
校
国
文
法
教
科
書
―
―
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』
に
つ
い
て
―
― 

義
朝
重
代
の体

言
所
属

兵
た
り

体
言
所
属

し続
用
段
所
属

う
へ
の
保
元
の体

言
所
属

勲
功
す
て
ら
れ

か
た
く
は
べ
り
し続

用
段
所
属

に続
用
段
所
属 

 

義
朝

□ハ
重
代
の
兵
た
り
し
う
へ
の
保
元
の
勲
功
す
て
ら
れ
か
た
く
は

べ
り
し
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
三
七
五
～
三
七
七
頁
よ
り
抄
出
） 

  

こ
の
よ
う
な
方
法
に
、
あ
ま
り
新
鮮
さ
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
当
時
の

文
法
教
育
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
は
で
き
よ
う
。 

 

（
六
）
語
格
問
答 

 

巻
末
に
あ
る
「
語
格
問
答
」
は
語
格
に
関
す
る
問
答
形
式
の
解
説
で
、
緒

言
に
「
先
年
著
者
か
、
堀
秀
成
翁
に
む
か
ひ
て
語
格
に
つ
き
て
、
質
疑
せ
し

も
の
あ
り
。
初
学
者
の
参
考
に
も
と
、
こ
も
巻
末
に
か
ゝ
け
た
り
。
」（
緒
言

四
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
芳
賀
矢
一
は
、
一

九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
「
文
法
論
」
講
義
で
本
書
を
取
り
上
げ
た
際
、「
こ

れ
が
全
国
の
中
学
校
で
行
わ
れ
る
事
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
堀
秀

成
の
系
統
を
ひ
い
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
書
の
終
に
秀
成
と
の
問
答
を

掲
げ
て
ゐ
る
の
は
、
実
は
そ
の
父
直
澄
と
秀
成
と
の
問
答
で
あ
る
と
云
ふ
。
」

（
芳
賀
（
一
九
二
八
）
一
九
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
落
合
直
澄
は
叔
父

（
直
文
の
義
父
直
亮
の
弟
）
で
あ
り
、
芳
賀
の
勘
違
い
で
あ
る
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。
安
田
（
一
九
六
九
）
で
は
、
「
芳
賀
矢
一
わ
福
井
県
の
神
主

の
息
子
、
国
学
神
職
系
統
の
人
で
あ
る
。
父
の
代
か
ら
堀
秀
成
・
落
合
直
澄

な
ど
の
影
響
お
受
け
、
素
破
抜
の
出
来
る
様
に
裏
の
話
お
聞
伝
え
て
い
た
の

で
あ
る
。」（
二
八
一
頁
）
と
、
芳
賀
の
言
及
を
「
裏
の
話
」
と
し
て
首
肯
し

て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
期
国
学
者
間
の
問
答
で
あ
る
と
い
う
点
は

間
違
い
な
い
。 

 

具
体
的
な
問
答
内
容
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

 

問 

な
む
の
辞
二
つ
あ
る
に
差
別
あ
り
や
。 

答 

未
然
段
を
受
く
る
な
む
は
、
静
助
辞
に
て
願
の
意
と
な
り
、
続

用
段
を
う
く
る
な
む
は
、
な 

に 

ぬ 

ぬ
る 

ぬ
れ
と
活
く
辞
の

な
よ
り
む 

め
と
活
く
辞
の
む
に
つ
ゝ
き
た
る
に
て
、
未
然
を
か

け
て
い
ふ
意
に
て
、
其
辞
の
意
異
な
り
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

（
四
四
二
～
四
四
三
頁
） 

  

こ
れ
は
現
在
の
学
校
国
文
法
で
も
「
な
む
」
の
識
別
と
し
て
重
視
さ
れ
て

お
り
、
文
法
教
育
上
の
注
意
点
は
不
変
で
あ
る
と
い
う
点
で
大
変
興
味
深
い
。 

 

ま
た
、
次
の
よ
う
に
歌
文
に
お
け
る
文
法
上
の
異
例
を
挙
げ
て
、
そ
の
誤

り
を
訂
正
し
て
い
る
。 



 

一
二

問 

あ
る
人
の
歌
に
。
く
ま
も
な
く
か
た
り
つ
く
せ
し
よ
ひ
の
雨
の

ふ
り
ぬ
る
こ
と
を
た
れ
か
つ
た
へ
し
」
と
あ
る
は
、
格
に
か
な

へ
り
や
。 

答 

つ
く
せ
し
」
と
あ
る
は
誤
り
な
り
。
尽

ツ
ク
ス

と
い
ふ
詞
は
、
四
段
活

の
詞
な
れ
は
、
つ
く
し
と
続
用
段
を
、
同
段
の
し
に
て
う
け
て
、

つ
く
し
ゝ
と
い
ふ
べ
き
格
な
り
。 

 
 
 
 
 

（
四
五
二
頁
） 

  

こ
れ
は
加
藤
千
蔭
『
う
け
ら
が
花 
初
編
』
所
載
の
も
の
だ
が
、
他
に
も

村
田
春
海
『
琴
後
集
』
、
香
川
景
樹
『
桂
園
一
枝
』
、
熊
谷
直
好
『
浦
の
し
ほ

貝
』
な
ど
か
ら
異
例
を
掲
出
し
て
い
る
。
誤
り
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の

の
多
く
が
、
近
世
和
歌
で
あ
る
こ
と
も
日
本
語
史
的
に
興
味
深
い
が
、
具
体

的
な
典
拠
を
示
さ
ず
「
あ
る
人
の
歌
」
と
し
つ
つ
も
、
わ
ざ
わ
ざ
誤
り
を
指

摘
す
る
と
こ
ろ
な
ど
、
何
か
し
ら
の
含
み
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 

以
上
、
本
書
に
つ
い
て
の
概
観
を
試
み
た
が
、
明
治
二
〇
年
代
の
文
法
教

科
書
と
し
て
位
置
づ
け
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
特
質
が
見
ら
れ
る
の
か
に
つ

い
て
、
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。 

四
．
学
校
国
文
法
教
科
書
と
し
て
の
意
味 

 

明
治
前
期
の
文
法
教
育
は
、
拙
著
（
二
〇
〇
二
）
で
示
し
た
よ
う
に
、
い

わ
ば
試
行
錯
誤
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
。
確
か
に
、
洋
式
日
本
文
典
や
国
学

風
日
本
文
典
と
い
っ
た
多
く
の
文
法
書
が
、
明
治
前
期
に
は
多
く
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
文
法
に
関
す
る
体
系
的
な
教
育
は
、
内
容
の
レ
ベ
ル
か

ら
考
え
て
も
中
学
校
や
女
学
校
、
師
範
学
校
と
い
っ
た
中
等
教
育
課
程
に
お

い
て
展
開
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
教
授
内
容
に
つ
い
て
は
、

や
は
り
文
法
研
究
の
進
展
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。実

際
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
定
め
ら
れ
た
文
部
省
令
第
九
号
「
尋
常

師
範
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
の
第
二
条
に
は
、
国
語
に
関
す
る
事
項
が「
日

本
ノ
文
法
文
学
ノ
要
略
及
作
文
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
示
さ
れ
た
文
部
省
訓
令
第
七

号
「
尋
常
師
範
学
校
ノ
教
科
書
」
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（「
国
語
」

の
文
法
に
関
す
る
も
の
の
み
掲
出
）
。 

 

語
彙
別
記 

文
部
省
編
輯
寮
編
纂 

語
彙
活
語
指
掌 

文
部
省
編
輯
寮
編
纂 

詞
の
八
衢 

本
居
春
庭
著 

詞
の
玉
緒 

本
居
宣
長
著 

日
本
文
典 

中
根
淑
著 

初
学
日
本
文
典 

物
集
高
見
著 

  

中
根
淑
の
『
日
本
文
典
』
を
除
い
て
、
極
め
て
国
学
色
の
濃
い
語
学
書
が



 

 

一
三

明
治
二
〇
年
代
の
学
校
国
文
法
教
科
書
―
―
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』
に
つ
い
て
―
― 

選
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
、
逆
に
、
当
時
の
文
法
研
究
が
そ
の
よ
う
な
水
準
に

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
二
〇
年
代
は
、
江
戸
期
に
刊
行
さ

れ
た
『
詞
の
八
衢
』
な
ど
の
和
本
が
、
明
治
刷
と
し
て
多
く
再
刊
さ
れ
た
時

期
に
あ
た
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
博
言
学
講
師
の
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
に
文
典
の
執
筆
が
委
嘱
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
明
治
二
〇
年
代
は
研
究

の
進
展
に
応
じ
て
文
法
教
育
の
内
容
を
、
ひ
い
て
は
「
国
語
」
と
い
う
教
科

の
内
実
を
、
具
体
的
に
整
備
し
て
い
く
段
階
に
あ
っ
た
と
位
置
付
け
ら
れ
る

の
で
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
落
合
が
勤
め
て
い
た
第
一
高
等
中
学
校
に
お
け
る
国
語
科
の
内

容
は
、
第
一
高
等
学
校
編
（
一
九
三
九
）
所
載
の
「
国
文
教
授
の
あ
ら
ま
し
」

「
国
文
教
授
ノ
概
略
」
（
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
度
の
も
の
）
に
よ
れ

ば
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

予
科
三
級 

音
韻
文
字
仮
字
遣
お
よ
び
語
格
中
係
結
を
口
授
す 

 

書
籍
ハ
徒
然
草
の
講
義
な
り 

予
科
二
級 

体
言
、
用
言
、
助
辞
お
よ
ひ
そ
の
組
立
を
口
授
す 

 

書
籍
ハ
徒
然
草
の
輪
講
な
り 

 

又
こ
の
級
よ
り
文
章
を
作
ら
し
む 

予
科
一
級 

文
章
の
解
剖
お
よ
ひ
歌
文
の
誤
謬
あ
る
も
の
を
出
し
て

そ
を
正
さ
し
む 

 

文
学
史
の
口
授 

 

土
佐
日
記
輪
講 

 

作
文 

本
科
一
年
生 

二
年
生 

 

日
本
制
度
通 

小
中
村
義
象
ノ
著 

三
冊 

 
 

右
ハ
本
邦
古
来
の
制
度
ヲ
講
授
ス 

 

大
八
洲
史 

久
米
幹
文
著 

四
冊 

 
 

右
ハ
神
代
ヨ
リ
光
孝
天
皇
ニ
至
ル
歴
史
、
仮
字
文
ニ
シ
テ
文
法

ヲ
兼
テ
講
授
ス 

 

大
鏡 

三
鏡
ノ
一
ナ
リ
合
本
四
冊 

校
定
新
板
本 

 
 

右
ハ
文
徳
天
皇
ヨ
リ
後
一
条
帝
ニ
至
又
大
臣
廿
余
人
ノ
伝
ナ
リ

歴
史
ニ
文
章
ヲ
兼
テ
講
授
ス 

 

今
昔
宇
治
抄 

活
板
本 

一
冊 

 
 

右
ハ
今
昔
物
語
宇
治
拾
遺
ノ
中
ヨ
リ
有
益
ノ
事
実
五
十
条
ヲ
抄

出
セ
ル
モ
ノ
ニ
テ
歴
史
文
章
ヲ
兼
テ
輪
読
ス
生
徒
ノ
作
文
ハ
専
ラ

法
ヲ
此
書
ニ
取
ル 

 

作
文 

文
体
ハ
種
々
自
由
ニ
任
ス
レ
共
語
格
仮
字
遣
ハ
正
ク
ス 

（
九
七
～
九
九
頁
） 

  

作
文
に
つ
い
て
の
「
文
体
ハ
種
々
自
由
ニ
任
ス
レ
共
」
と
い
う
説
明
は
興



 

一
四

味
深
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
歌
文
を
基
本
と
し
た
古
典
解
釈
の
た
め
の
文

法
教
育
と
い
う
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
さ
に
本
書
は
、
こ

う
し
た
教
育
内
容
に
即
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
師
範
学
校
で
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
改
正
さ
れ
た
文

部
省
令
第
八
号
「
尋
常
師
範
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
第
十
条
に
お
い
て
、

国
語
に
関
す
る
事
項
の
説
明
が
明
示
さ
れ
、
文
法
に
つ
い
て
も
具
体
的
に

「
音
韻
ノ
性
質
仮
名
ノ
用
法
言
語
ノ
種
類
文
章
ノ
諸
規
則
ヲ
授
ク
」
と
し
、

意
義
に
関
し
て
「
文
法
ハ
言
語
又
ハ
文
章
ヲ
以
テ
正
確
ニ
思
想
ヲ
表
彰
セ
シ

メ
ン
コ
ト
ヲ
旨
ト
シ
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
教
育
内
容
は

本
書
の
構
成
と
も
完
全
に
一
致
す
る
。 

 

さ
ら
に
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
は
、
尋
常
中
学
校
学
科
課
程
の
改

正
に
よ
り
第
二
外
国
語
の
科
目
が
廃
止
さ
れ
、
か
わ
っ
て
国
語
科
（
国
語
及

漢
文
）
の
授
業
時
間
が
増
加
し
た
。(

10
） 

福
井
（
一
九
三
四
）
に
よ
れ
ば
「
こ

の
後
小
文
典
は
雨
後
の
筍
の
如
く
に
出
た
」
（
二
六
八
頁
）
と
い
う
状
況
で

あ
っ
た
と
い
う
。
本
書
も
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
版
を
重
ね
て
い
っ
た
こ
と

に
な
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
版
の
カ
バ
ー
に
記
載
さ
れ
た
博
文
館
に
よ
る
広

告
文
で
は
、
本
書
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
太
字
部
分
は
活
字
の

ポ
イ
ン
ト
が
少
し
大
き
い
個
所
を
示
す
）
。 

 

 

文
典
ハ
、
文
ヲ
作
ル
原
則
ヲ
明
ニ
シ
、
規
矩
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ
、

之
ニ
拠
ラ
ズ
ン
バ
、
以
テ
文
ヲ
作
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
但
タ
惜
ム
、
本
邦

古
来
完
全
ノ
文
典
ナ
ク
、
文
章
家
動
モ
ス
レ
ハ
、
破
格
乱
調
ノ
文
ヲ

作
リ
テ
、
読
者
ノ
笑
ヲ
招
ク
コ
ト
ヲ
。
今
国
文
学
ニ
深
キ
、
落
合
、

小
中
村
ノ
二
先
生
、
多
年
刻
苦
研
究
シ
テ
、
古
今
散
乱
セ
ル
文
法
書

ヲ
参
酌
シ
、
中
ニ
就
キ
テ
精
ヲ
抜
キ
、
粋
ヲ
拾
ヒ
、
更
ニ
独
得
ノ
考

案
ヲ
加
ヘ
、
原
則
規
矩
ヲ
搆
成
シ
テ
、
完
全
ナ
ル
文
典
ヲ
大
成
セ
リ
。

其
例
証
ヲ
挙
グ
ル
ヤ
、
極
メ
テ
普
通
解
シ
易
キ
ニ
取
リ
、
又
附
録
ヲ

作
リ
テ
、
文
法
ニ
関
ス
ル
大
小
一
切
ノ
事
ヲ
網
羅
ス
。
是
レ
振
古
未

曾
有
ノ
文
典
ニ
シ
テ
、
作
文
家
ノ
必
須
ナ
リ
。
殊
ニ
多
年
官
私
ノ
諸

学
校
ニ
於
テ
、
実
地
教
授
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヲ
以
テ
、
中
学
校
、

師
範
学
校
、
其
他
高
等
諸
学
校
、
教
科
書
尤
適
当
無
比
ナ
ル
モ
ノ
ナ

リ
。
幸
愛
読
賜
ハ
ラ
ン
コ
ト
ヲ 

  

松
下
が
「
日
本
文
典
の
不
備
」
を
憂
い
て
い
た
中
で
、
本
書
は
「
完
全
ナ

ル
文
典
」
と
し
て
広
告
が
打
た
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
商
業
上
の

美
辞
麗
句
と
し
て
片
づ
け
る
こ
と
は
容
易
だ
が
、
活
用
形
や
助
辞
の
使
い
分

け
な
ど
を
確
認
す
る
際
、
本
書
の
よ
う
な
文
法
教
科
書
で
も
大
い
に
効
果
を

発
揮
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
歌
文
の
語
格
に
つ
い
て
の
留
意
点
が
お
さ
え
て

あ
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
規
範
文
法
」
と
し

て
の
あ
り
方
を
体
現
し
た
「
学
校
国
文
法
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え



 

 

一
五

明
治
二
〇
年
代
の
学
校
国
文
法
教
科
書
―
―
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』
に
つ
い
て
―
― 

に
、
学
校
国
文
法
と
は
、
現
今
の
「
橋
本
文
法
」
の
よ
う
に
、
あ
る
学
説
に

準
拠
し
た
文
法
の
一
つ
と
し
て
固
定
的
に
考
え
る
よ
り
も
、
各
時
代
に
お
け

る
文
法
教
育
の
内
実
を
示
し
た
、
い
わ
ば
「
現
象
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
二
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
本
書
の
よ
う
な
文
法
書

が
学
校
国
文
法
に
該
当
す
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
問
題
と
な
る
の
は
、
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
文
法
書
が
「
文
ヲ

作
ル
」
た
め
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
文
法
教
育

が
「
文
ヲ
作
ル
」
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
方
で
「
正
格
」

の
文
と
は
何
か
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
漢
文
訓
読
体
な
の
か
、

そ
れ
と
も
雅
文
体
で
あ
る
の
か
。
ま
た
は
徐
々
に
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
言
文

一
致
体
に
よ
る
も
の
な
の
か
。
こ
こ
に
本
書
の
存
在
意
義
、
す
な
わ
ち
、
落

合
ら
に
よ
る
「
新
国
文
」
運
動
と
も
称
せ
ら
れ
る
（
広
義
の
）
普
通
文
普
及

運
動
の
側
面
を
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。(

12
） 

文
学
史
的
に
は
、
大
町

桂
月
や
武
島
羽
衣
と
い
っ
た
美
文
家
の
文
体
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
活
用
や
助
辞
と
い
っ
た
語
格
の
正
確
さ
に
拘
泥
す
る
一
方
で
、
係

結
び
や
枕
詞
と
い
っ
た
修
辞
の
面
し
か
言
及
せ
ず
、
品
詞
分
解
を
重
視
し
た

解
剖
法
の
説
明
で
終
わ
る
よ
う
な
「
文
章
法
」
の
記
述
が
、
教
科
書
と
し
て

果
た
し
て
十
分
で
あ
っ
た
の
か
は
、
大
い
に
疑
わ
し
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

品
詞
分
解
に
基
づ
く
古
文
解
釈
の
段
階
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
「
文
法
教
育
の
意
味
」
と
い
う
点
で
、
今
日
に
も

通
じ
る
部
分
で
あ
ろ
う
。 

 

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
明
治
二
〇
年
代
の
文
法
教
育
の
実
態
が
、
古
典
講
習

科
（
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
設
置
）
や
帝
国
大
学
文
科
大
学
博
言
学
科

（
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
設
置
）
と
い
っ
た
高
等
教
育
機
関
で
の
文
法

研
究
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
国
学
の

流
れ
を
重
視
し
た
文
法
教
育
と
い
う
の
も
、
古
典
講
習
科
出
身
の
落
合
や
小

中
村
が
第
一
高
等
中
学
校
の
教
員
で
、
物
集
高
見
が
帝
国
大
学
文
科
大
学
教

授
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
刊
行
の
大
槻
文
彦
『
語
法
指
南
』
は
、
折

衷
文
典
と
い
う
意
味
で
も
極
め
て
画
期
的
な
文
法
書
で
あ
る
と
も
言
え
よ

う
。
結
局
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
の
上
田
万
年
帰
国
と
帝
国
大
学
教

授
就
任
を
境
に
し
て
状
況
は
一
変
し
、
い
わ
ば
「
大
槻
文
法
」
が
学
校
国
文

法
と
し
て
機
能
す
る
時
代
へ
と
突
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治

二
〇
年
代
の
後
半
は
、
国
学
の
流
れ
か
ら
折
衷
派
へ
の
流
れ
と
移
行
し
て
い

っ
た
時
期
に
該
当
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
前
段
階
に
、
国
学
の
流
れ
を
重
視

し
た
文
法
書
が
広
く
用
い
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
文
法
教
育
史
的
に
も
、

ま
た
文
法
研
究
史
的
に
も
、
決
し
て
看
過
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 
と
こ
ろ
で
、
第
一
高
等
中
学
校
を
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
入
学
し

た
保
科
孝
一
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
お
け
る
文
法
に
対
す
る
認
識
や
教
育
実

態
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。 



 

一
六

 

わ
れ
わ
れ
は
英
語
の
文
法
は
学
ん
で
い
た
が
、
日
本
語
に
文
法
が

あ
る
と
は
思
わ
な
い
、
日
本
語
に
文
法
な
ん
て
あ
る
か
な
あ
と
、
生

徒
ど
う
し
で
不
審
が
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
落
合
（
直
文
・
引
用

者
注
）
先
生
の
文
法
は
ま
こ
と
に
手
に
入
っ
た
も
の
で
、
よ
ど
み
な

く
す
ら
す
ら
と
講
述
さ
れ
、
こ
と
に
用
言
の
活
用
は
な
ん
の
苦
も
な

く
口
を
つ
い
て
ほ
と
ば
し
る
の
に
驚
嘆
し
、
一
つ
先
生
を
困
ら
せ
て

み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
、
生
徒
ど
う
し
が
相
談
し
、
文
法
の
時
間
に
、

不
意
に
「
先
生
、『
恐
る
』
と
い
う
動
詞
は
ど
う
活
用
し
ま
す
か
。」「
ウ

ン
そ
れ
は
恐
レ
、
レ
、
ル
、
ル
ル
、
ル
レ
、
レ
と
下
二
段
に
活
用
す

る
。
」
「
そ
れ
で
は
『
積
る
』
と
い
う
動
詞
は
ど
う
活
用
し
ま
す
か
。」

「
そ
れ
は
四
段
活
用
で
、
積
ラ
、
リ
、
ル
、
ル
、
レ
、
レ
と
活
用
す

る
。
」「
『
落
つ
』
は
ど
う
で
す
か
。」「
そ
れ
は
上
二
段
活
用
で
、
落
チ
、

チ
、
ツ
、
ツ
ル
、
ツ
レ
、
チ
と
活
用
す
る
。
」「
『
侍
る
』
と
い
う
動
詞

は
。
」
「
そ
れ
は
ラ
行
変
格
活
用
で
、
侍
ラ
、
リ
、
リ
、
ル
、
レ
、
レ

と
活
用
す
る
。」「
『
似
る
』
と
い
う
動
詞
は
。
」「
そ
れ
は
上
一
段
活
用

で
、
ニ
、
ニ
、
ニ
ル
、
ニ
ル
、
ニ
レ
、
ニ
と
活
用
す
る
。
」
と
な
に
も

見
ず
に
、
そ
ら
で
す
ら
す
ら
答
え
ら
れ
、
す
こ
し
も
困
ら
れ
る
様
子

が
見
え
な
い
。
と
う
と
う
生
徒
は
サ
ジ
を
投
げ
、
先
生
は
ま
っ
た
く

文
法
の
神
様
だ
と
深
く
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
保
科
（
一
九
五
二
）
一
一
頁
） 

 

本
書
で
の
活
用
形
に
関
す
る
記
述
を
見
る
限
り
、
落
合
が
「
恐
レ
、
レ
、

ル
、
ル
ル
、
ル
レ
、
レ
」
と
命
令
形
ま
で
唱
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
大
い
に

疑
問
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
当
時
の
生
徒
の
文
法
知
識
の
程
度
は
う
か
が

え
よ
う
。(

11
） 

動
詞
の
活
用
形
を
確
か
め
る
に
し
て
も
、
本
格
的
な
辞
書
も

あ
ま
り
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古
典
文
学
書
で
す
ら
一
般
に
は
入
手
困
難
で

あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
保
科
の
よ
う
な
生
徒
ら
の
反
応
は
、
ま
さ
に
文
法
教

育
の
意
義
を
素
直
に
感
じ
取
っ
た
上
で
の
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
に
網
羅
的

な
「
用
言
活
例
」
が
掲
載
さ
れ
、
活
用
形
の
異
例
を
「
語
格
問
答
」
で
繰
り

返
し
説
い
て
い
る
の
も
、
そ
れ
が
当
時
の
文
法
教
育
に
お
い
て
要
求
さ
れ
て

い
た
点
だ
か
ら
で
あ
る
。 

五
．
お
わ
り
に 

 

学
校
国
文
法
の
成
立
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
明
治
二
〇
年
代
は
、
ま
さ

に
学
校
国
文
法
の
揺
籃
期
で
あ
っ
た
。
明
治
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
先
述
の

よ
う
に
大
槻
文
彦
や
三
土
忠
造
の
文
法
教
科
書
が
多
く
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に

明
治
四
〇
年
代
に
は
芳
賀
矢
一
の
も
の
が
そ
れ
に
加
わ
る
。
文
部
省
検
定
済

教
科
書
と
い
う
性
質
上
、
文
法
学
説
と
し
て
の
妥
当
性
と
と
も
に
、
教
科
書

採
択
と
い
う
政
治
・
経
済
的
要
因
も
か
ら
ん
で
、
学
校
国
文
法
は
成
立
し
て

い
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
学
校
国
文
法
と
は
、
明
治
以
降
の
日
本
語

学
史
と
教
育
史
と
の
接
点
に
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
提
供
す
る
「
近



 

 

一
七

明
治
二
〇
年
代
の
学
校
国
文
法
教
科
書
―
―
落
合
直
文
・
小
中
村
義
象
『

中
等

教
育

日
本
文
典 

全
』
に
つ
い
て
―
― 

代
化
の
装
置
」
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
唱
歌
を

例
に
拙
著
（
二
〇
〇
八
）
で
示
し
た
が
、
今
後
は
学
校
国
文
法
成
立
の
実
態

に
つ
い
て
精
緻
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

本
稿
で
示
し
た
落
合
の
文
法
書
は
、
現
在
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ

た
が
、
明
治
二
〇
年
代
に
焦
点
を
当
て
よ
う
と
す
る
場
合
、
決
し
て
看
過
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
は
、
本
稿
で
全
く
言
及
で
き
な
か
っ
た
同
時
期

の
文
法
書
（
先
述
の
も
の
の
他
に
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
設
立
の

言
語
取
調
所
に
落
合
と
共
に
参
画
し
て
い
た
逸
見
仲
三
郎
の
語
法
研
究
な

ど
）
と
の
関
係
や
、
叔
父
に
あ
た
る
落
合
直
澄
の
文
法
論
の
影
響
に
つ
い
て
、

こ
れ
も
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

蛇
足
な
が
ら
、
現
在
で
は
普
通
の
高
校
生
が
「
恐
レ
、
レ
、
ル
、
ル
ル
、

ル
レ
、
レ
」
と
、
そ
れ
こ
そ
落
合
並
に
諳
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

近
代
化
の
装
置
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
っ
た
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
程
度
で
感
心
さ
れ
る
よ
う
な
時
代
の
教
師
と
生
徒
と
の
関
係
も
、
今
と

な
っ
て
は
大
い
に
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。(

13
） 

 

注 （
１
）
塩
澤
（
一
九
九
二
）
二
九
八
頁
。 

（
２
）
明
治
二
〇
年
代
の
文
法
書
に
つ
い
て
は
、
大
槻
文
彦
『
語
法
指
南
』
（
明
治

二
三
（
一
八
九
〇
）
年
）
刊
行
後
の
も
の
だ
け
で
も
、
拙
稿
（
二
〇
〇
九
）

で
示
し
た
よ
う
に
六
〇
種
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
文
法
教
育
の
観

点
か
ら
の
み
な
ら
ず
文
法
研
究
上
に
お
い
て
も
大
い
に
検
討
す
べ
き
も
の

は
、
手
島
春
治
や
岡
倉
由
三
郎
の
文
章
論
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
。 

（
３
）
小
中
村
に
関
係
す
る
文
法
書
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
刊

行
の
小
中
村
義
象
校
・
中
等
学
科
教
授
法
研
究
会
編
『

中
学

教
程

日
本
文
典
』
（
外

題
・
扉
題
は
「

教程

日
本
文
典
」）
が
あ
る
が
、
実
際
は
小
中
村
か
ら
送
ら
れ
た

手
紙
を
巻
頭
に
載
せ
た
だ
け
の
も
の
で
、
小
中
村
の
著
述
な
ど
と
は
到
底
呼

べ
な
い
も
の
で
あ
る
。 

（
４
）
文
法
書
の
内
容
と
は
別
に
、
こ
の
『
普
通
日
本
文
典
』
が
大
阪
の
教
育
者
（
橋

本
光
秋
）
を
含
め
た
形
で
、
大
阪
の
出
版
社
（
教
育
書
房
）
か
ら
刊
行
さ
れ

て
い
る
点
か
ら
見
て
も
、
東
京
と
大
阪
に
お
け
る
出
版
状
況
の
違
い
と
い
っ

た
商
業
的
要
因
（
書
店
の
商
圏
な
ど
）
は
、
十
分
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

（
５
）
本
稿
で
は
架
蔵
の
初
版
、
二
版
、
四
版
、
六
版
、
一
九
版
、
二
〇
版
を
参
照

し
た
。 

（
６
）
た
だ
、
物
集
の
「
小
文
典
」
が
国
学
風
日
本
文
典
の
『
初
学
日
本
文
典
』
で

は
な
く
、
『
こ
と
ば
の
は
や
し
』
所
載
の
洋
式
日
本
文
典
で
あ
る
「
日
本
小

文
典
」
を
指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
落
合
の
批
判
は
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い

こ
と
に
な
る
。 

（
７
）
『
普
通
日
本
文
典
』
に
は
「
古
来
わ
が
国
の
言
語
を
分
ち
て
、
多
く
は
体
言

要
玄
て
に
を
は
の
三
種
と
し
た
れ
ど
も
、
元
来
て
に
を
は
も
、
又
体
辞
用
辞

の
区
別
あ
れ
ば
、
直
ち
に
体
言
用
言
辞
と
分
類
せ
む
は
、
い
か
ゞ
あ
る
べ
け

れ
ば
、
今
は
右
の
二
種
に
分
類
す
。
」（
四
一
～
四
二
頁
）
と
あ
り
、
説
明
に

つ
い
て
も
本
書
の
記
述
と
は
異
な
っ
て
い
る
。 

（
８
）
安
田
（
一
九
六
九
）
で
は
、
物
集
高
見
の
『
初
学
日
本
文
典
』
と
の
共
通
点

が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
堀
秀
成
の
文
法
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

見
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
物
集
の
文
法
研
究
に
つ
い
て
は
拙
著
（
二

〇
〇
二
）
参
照
。 

（
９
）
こ
の
「
普
通
文
典
拾
遺
」
に
よ
る
訂
正
を
考
え
る
限
り
、
安
田
（
一
九
六
九
）

に
お
け
る
、
実
質
的
な
執
筆
者
が
星
野
三
郎
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
落
合

の
推
敲
を
受
け
て
と
い
う
意
味
で
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。 



 

一
八

（
10
）
具
体
的
に
は
、
第
一
学
年
・
五
（
時
間
）、
第
二
学
年
・
五
、
第
三
学
年
・

五
、
第
四
学
年
・
三
、
第
五
学
年
・
二
か
ら
、
第
一
学
年
～
第
五
学
年
・
各

七
（
時
間
）
へ
と
増
加
し
て
い
る
。 

（
11
）
こ
の
逸
話
に
よ
っ
て
も
保
科
の
凡
庸
さ
を
示
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
松

下
の
早
熟
さ
を
一
層
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

（
12
）
落
合
ら
の
「
新
国
文
運
動
」
に
つ
い
て
は
山
本
（
一
九
七
一
）
を
参
照
。 

（
13
）
と
は
い
え
、
例
え
ば
「
高
津(

鍬
三
郎
・
引
用
者
注)

氏
の
試
験
問
題
を
監
督

す
る
小
中
村
・
落
合
両
氏
が
、
必
ず
そ
の
悪
口
を
い
う
。
い
っ
た
い
高
津
は

君
た
ち
に
何
を
教
え
て
い
る
の
か
、
こ
の
試
験
問
題
は
テ
ン
で
な
っ
て
い
な

い
じ
ゃ
な
い
か
な
ど
と
い
う
の
を
、
生
徒
は
ま
に
受
け
て
、
ま
す
ま
す
高
津

氏
を
ば
か
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
」（
保
科
（
一
九
五
二
）
一
三
頁
）
な
ど
の

逸
話
を
見
る
と
、
ど
の
時
代
も
同
じ
と
言
え
よ
う
か
。
保
科
の
回
想
に
は
信

憑
性
に
疑
問
が
あ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
も
あ

り
な
ん
、
と
思
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
、
何
と
も
言
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ

る
。 
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覧 

第
一
巻
』
武
蔵
野
書

院 

保
科 

幸
一 

一
九
五
二 

『
あ
る
国
語
学
者
の
回
想
』
朝
日
新
聞
社 

松
下
大
三
郎 

一
九
二
八 

『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』
紀
元
社 

安
田
喜
代
門 

一
九
六
九 

「
語
法
学
説
史
―
品
詞
論
中
心
―
」
安
田
喜
代
門
編

『
国
語
講
座 

第
一
巻
』
白
帝
社 

山
本 

正
秀 

一
九
六
五 

『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』
岩
波
書
店 

山
本 

正
秀 

一
九
七
一 

『
言
文
一
致
の
歴
史
論
考
』
桜
楓
社 

山
本
正
秀
編 

一
九
七
八 

『
近
代
文
体
形
成
史
料
集
成 

発
生
篇
』
桜
楓
社 

山
本 

正
秀 

一
九
八
一 

『
言
文
一
致
の
歴
史
論
考 

続
篇
』
桜
楓
社 

 
付
記 

 
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

（
さ
ん
と
う 

い
さ
お
・
本
学
准
教
授
） 


